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題目 Hippo腫瘍抑制経路はショウジョウバエにおいて 
  非細胞自律性腫瘍形成を引き起こす
  (The Hippo tumor suppressor pathway triggers  
  non- cell autonomous tumorigenesis in Drosophila）
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要旨 Hippo経路は腫瘍“抑制”経路として知られ、この経路を標
的としたがん治療戦略が開発されてきた。一方で、いくつかのがん
ではHippo経路が腫瘍形成を“促進”することが報告されており、
Hippo経路の腫瘍形成における役割は大きな議論を呼んでいる。私は、
ショウジョウバエ上皮組織においてHippo経路が腫瘍形成を誘導する
ことを発見した。そこで、この腫瘍形成モデルを用いて、Hippo経路
による腫瘍誘導効果について調べた。Hippo経路による腫瘍形成には
細胞間コミュニケーションが使われており、Hippo経路が活性化した
細胞が増殖因子(*2)(WinglessとSpitz)の分泌やアミノ酸輸送を介して、
周辺細胞の腫瘍化を引き起こすことを明らかにした。本研究は、
Hippo経路による腫瘍誘導効果の分子メカニズムの一端を明らかにす
るものであり、Hippo経路を標的とした新たながん治療戦略の提案に
繋がるものです。


